
JP 2017-116681 A5 2017.8.10

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年8月10日(2017.8.10)

【公開番号】特開2017-116681(P2017-116681A)
【公開日】平成29年6月29日(2017.6.29)
【年通号数】公開・登録公報2017-024
【出願番号】特願2015-250833(P2015-250833)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/04     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2016.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ａ
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｆ
   Ｆ２１Ｖ    5/04     ６００　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ３３０　
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ａ
   Ｆ２１Ｙ  101:02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月5日(2017.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源光を出射する固体発光素子と、
　前記光源光を拡散させる拡散板と、
　前記拡散板から出射された出射光を拡散させる導光装置と、
を備え、
　前記拡散板は、
　前記光源光の入射側の面と反対の出射側の面の第一方向と、前記第一方向と略直交する
第二方向のいずれか一方に弧状の拡散セルを複数有し、
　前記第一方向と前記第二方向の拡散角度が異なる、
　ことを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　前記拡散セルは、正面視において少なくとも異なる形状を含む非正多角形状であること
を特徴とする請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】
　前記拡散セルは、前記第一方向及び前記第二方向に正円弧状に形成されたレンズ面を有
することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の光源装置。
【請求項４】
　前記拡散セルは、
　前記第一方向の曲率半径が大きく、
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　前記第二方向の曲率半径が小さい、
　ことを特徴とする請求項３に記載の光源装置。
【請求項５】
　前記拡散セルは、前記第一方向及び前記第二方向のいずれか一方又は両方に形成された
楕円弧状であることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の光源装置。
【請求項６】
　前記拡散セルは、前記第二方向に形成された円弧状のシリンドリカルレンズであること
を特徴とする請求項１又は請求項２に記載の光源装置。
【請求項７】
　前記光源光を等方に拡散させて前記拡散板に出射する第二拡散板をさらに備えることを
特徴とする請求項６に記載の光源装置。
【請求項８】
　前記拡散セルは、頂点位置が各々偏って配置されることを特徴とする請求項１乃至請求
項７の何れかに記載の光源装置。
【請求項９】
　前記拡散セルは、少なくとも高さの異なる前記拡散セルを含むことを特徴とする請求項
１乃至請求項８の何れかに記載の光源装置。
【請求項１０】
　複数のレンズセルを有して前記拡散板を透過した前記光源光を均一化するレンズアレイ
を備えることを特徴とする請求項１乃至請求項９の何れかに記載の光源装置。
【請求項１１】
　前記レンズセルは、長辺及び短辺を有した長方形状であることを特徴とする請求項１０
に記載の光源装置。
【請求項１２】
　前記拡散板は、前記レンズセルの前記短辺の方向が前記第一方向と一致し、前記レンズ
セルの前記長辺の方向が前記第二方向と一致するように配置されることを特徴とする請求
項１１に記載の光源装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至請求項９の何れかに記載の光源装置と、
　前記光源装置からの出射光が照射されて投影光を生成する表示素子と、
　を備えることを特徴とする投影装置。
【請求項１４】
　請求項１０乃至請求項１２の何れかに記載の光源装置と、
　前記光源装置からの出射光が照射されて投影光を生成する表示素子と、
　を備え、
　前記レンズセルのアスペクト比は、前記表示素子のアスペクト比と同じであることを特
徴とする投影装置。
【請求項１５】
　前記表示素子で生成された投影光を投影する投影光学系と、
　前記光源装置や前記表示素子の制御を行う制御手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１３又は請求項１４に記載の投影装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　拡散セル２１０が正面視において少なくとも異なる形状を含む非正多角形状である光源
装置６０は、円弧状のレンズ面２１１を有した拡散セル２１０を拡散板２００上に隙間な
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く配置させることができる。
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